
安城歴史研究安城歴史研究安城歴史研究安城歴史研究 

天 野 暢 保 別郷廃寺考 

神 谷 素 光 蓮如の三河布教について 

小 山 正 文 大岡白山神宮寺の鍔口をめぐって 

田 中 実 安城の伝説に関する考察 

稲 垣 維 晃 安城の交通史 

創
刊
号 

杉 浦 紀 久 山崎延吉の農村教育 

昭和５０年 ９７頁 １５０ｇ ５１０円 Ａ５縦 

天 野 暢 保 寺領廃寺の建立者 

深 津 精 一 志貴荘 

神 谷 素 光 安城地名考説 

小 山 正 文 大岡白山神宮寺の本地仏と懸仏 

石 川 和 正 三河万歳の研究 

高 橋 卓 三 鷲蔵池論争 上 ～その近世的意義～ 

稲 垣 維 晃 安城における方面事業の史的考察 

田 中 実 三河地震の研究 

安城歴史を学ぶ会 共同研究 日本デンマーク農業の研究 

神 谷 昭 平 安城北部溜池聞き書 

永 井 眞 一 
安城の農民～新田町太田正一氏の場

合～ 

石 川 俊 子 

第
２
号 

石 川 愛 子 
高棚村開田年次調査 

昭和５１年 １５５頁 ２２０ｇ ６１０円 Ａ５縦 

天 野 暢 保 
原始・古代遺跡の微地形～安城市域の

遺跡～ 

池 本 正 明 宮下・古井堤遺跡 

大 見 裕 之 
鎌倉街道～安城東部小学校学区内を

主として～ 

山 本 松 男 大清水今昔 

太 田 一 男 板倉農場の展開 

深 津 精 一 海軍明治航空基地 

第
３
号 

星 野 光 俊 地形図から読み取る安城のようす 

昭和５２年 ８７頁 １３０ｇ ４６０円 Ａ５縦 

天 野 暢 保 美豆良を描く人面文の土器 

深 津 精 一 刑部出仕の民 

小 山 正 文 本證寺本『教行信證』の歴史的考察 

天 野 暢 保 中川覚右衛門の自刃伝承 

牧 仁 作 五箇野原 

大 見 裕 之 おおぎさん雑記 

第
４
号 

斎 藤 卓 志 安城の民俗 

昭和５３年 １１２頁 １６５ｇ ４１０円 Ａ５縦 



鈴 木 美 保 子 『花の瀧』考（その一） 

大 見 裕 之 
鎌倉街道雑記～安城市内を中心として

～ 

深 津 精 一 西蓮寺の光明品と十祖画像 

高 野 末 雄 
古典にみる地蔵信仰～安城の石仏調査

に参加して～ 

天 野 暢 保 小川村義民、大屋長太夫 

林 昌 弘 
男女別檀那寺制について～福釜と榎前

の宗旨人別帳～ 

第
５
号 

石 川 和 正 郷土のうた 

昭和５４年 １２０頁 １８０ｇ ５１０円 Ａ５縦 

深 津 精 一 在地領主和田氏と寺院関係 

鈴 木 美 保 子 『花の瀧』考（その二） 

近世史研究会 松平氏の研究 

大 見 裕 之 安城合戦余話 

市 瀬 圭 介 丈山拾遺（其の一） 

天 野 暢 保 小川村小向の義民 

上 原 美 枝 子 

都 築 道 子 

安城村地誌抄概報告書に見る地名の変

遷 

斎 藤 卓 志 安城市域の有形民俗資料について 

神 谷 昭 平 聞書『濱碇』 

第
６
号 

永 井 眞 一 安城の道祖神 

昭和５５年 １５１頁 ２２０ｇ ６１０円 Ａ５縦 

深 津 精 一 奈良朝とその前後 

市 瀬 久 裕 丈山拾遺（その二） 

林 昌 弘 吉宗『御関札』の謎 

都 築 道 子 堀尾家古文書紹介 

大 見 裕 之 まぼろしの二本木城余聞 

第
７
号 

神 谷 昭 平 同人雑誌『青林』 

昭和５６年 １１３頁 １８０ｇ ６６０円 Ａ５縦 

深 津 精 一 古代末期から中世へ 

小 山 正 文 
初期真宗と法然聖人掛幅絵伝～野寺

本證寺本をめぐって～ 

市 瀬 久 裕 丈山拾遺（その三） 

大 見 裕 之 神光寺今昔 

第
８
号 

都 築 道 子 堀尾家古文書紹介（その二） 

昭和５７年 １２２頁 １９０ｇ ６６０円 Ａ５縦 

 

 

 



天 野 暢 保 上条遺跡の新羅土器について 

谷 悟 
上条遺跡群東上条地点出土の人面文

球形土製品 

深 津 精 一 古代の前期 

大 見 裕 之 福釜城跡は語る 

第
９
号 

都 築 道 子 典薬頭錦小路家と幕末の安城の医師達 

昭和５８年 １２１頁 １８５ｇ ７２０円 Ａ５縦 

塚 本 学 特別寄稿 久永章武と本草学 

天 野 暢 保 本陣Ｂ遺跡の竪穴について 

神 谷 友 和 亀塚遺跡と古井遺跡群 

畔 柳 典 造 

天 野 信 治 
北本郷古墳の古鏡について 

深 津 精 一 中世 内乱・戦国の時代 

市 川 重 信 

細 井 茂 樹 

山 本 竜 也 

医王山長泉寺について 

第 

１０ 

号 

斎 藤 卓 志 産育のフォークロア 

昭和５９年 １３７頁 ２１５ｇ ７２０円 Ａ５縦 

斉 藤 五 郎 
天明初期に知立宿を通行した大名衆、

公家衆の覚書 

深 津 精 一 近代の落穂（一） 

第 

１１ 

号 
大 見 裕 之 箕輪城余話 

昭和６０年 ６９頁 １２０ｇ ４１０円 Ａ５縦 

深 津 精 一 当地方の中のオリエント 

都 築 道 子 西蓮寺古文書と福釜松平の初期 

細 井 茂 樹 貞印寺について 

第 

１２ 

号 

斎 藤 卓 志 ウナオトシの禁忌について 

昭和６１年 ６６頁 １１５ｇ ５１０円 Ａ５縦 

神 谷 素 光 三河真宗の系譜 

鈴 木 和 雄 川西大庄屋手永村口上の覚 

飯 塚 朋 子 

伊 藤 キ ミ 

大 見 き よ 

加 藤 美 紗 

仲 野 登 志 子 

高 取 敬 子 

『六條御殿御用材』の保存処理について 

鈴 木 和 雄 三河三白山社桜井神社祭礼帳抜粋 

第 

１３ 

号 

深 津 精 一 地名 

昭和６２年 ９３頁 １５０ｇ ７２０円 Ａ５縦 

 

 



神 谷 素 光 善光寺信仰の様相 

岩 月 碧 水 
石川丈山筆語録～与朝鮮国権学士菊

軒筆語～ 

鈴 木 和 雄 
稲垣長右衛門旧宅唐紙下張の文書抜

粋 

奥 村 勝 信 桜井神社の神楽 

深 津 精 一 近代の落穂（二） 

稲 垣 恒 夫 

佐 藤 俊 克 

第 

１４ 

号 

渡 辺 哲 郎 

（史料紹介）磯部平三郎手記『世々乃

かヾ美』 

昭和６３年 １３７頁 ２００ｇ ７５０円 Ａ５縦 

鈴 木 和 雄 寺領廃寺跡発掘調査報告書抜粋 

深 津 精 一 ヤマト政権と地方 

熊 谷 守 堀内村熊谷新蔵控帳 

岩 月 碧 水 石川丈山故居遺址碑記ほか 

鈴 木 美 津 枝 赤米の歴史と栽培の記録 

第 

１５ 

号 

石川丈山研究会 石川丈山の詩集『覆醤集』の一考察 

平成元年 １４７頁 ２２０ｇ ９００円 Ａ５縦 

鈴 木 和 雄 寺領廃寺跡発掘調査報告書抜粋（二） 

池 本 正 明 碧海台地の中世遺跡 

深 津 精 一 野寺本證寺聖徳太子絵伝と歴史考 

岩 月 碧 水 石川丈山と三十六詩仙 

鈴 木 実 土御門家と三河万歳(前編) 

神 谷 昭 平 安城六角堂の創立者田中繁市 

熊 谷 守 
稲垣長右衛門旧宅唐紙下張の文書抜

粋（二） 

第 

１６ 

号 

石川丈山研究会 
石川丈山の詩集『覆醤集』の一考察

（二） 

平成２年 １７９頁 ２６５ｇ ９００円 Ａ５縦 

池 本 正 明 
安城市古井遺跡群採集の条痕文系土

器について 

岩 月 碧 水 『新編覆醤続集』にみる石川丈山 

鈴 木 実 土御門家と三河万歳（後編） 

鈴 木 和 雄 桜井村の山論資料抜粋 

熊 谷 守 桜井村庄屋川澄源兵衛文書抜粋 

第 

１７ 

号 

深 津 精 一 近代の落穂（三） 

平成３年 １６１頁 ２４０ｇ ６８０円 Ａ５縦 

 

 

 



深 津 精 一 東端貝塚と社 

鈴 木 和 雄 桜井神社近世村方文書抜粋 

山 本 松 男 山岳信仰と蔵王神社 

岩 月 碧 水 丈山の詩集『覆醤集』対句の一考察 

馬 淵 良 俊 石川丈山年譜の考察 

神 谷 素 光 三河三か寺の成立 

斎 藤 卓 志 秋葉の小祠と地域社会 

第 

１８ 

号 

岡 安 雅 彦 安城市和泉町の雨乞い習俗 

平成４年 １３０頁 １９５ｇ ６７０円 Ａ５縦 

馬 淵 良 俊 石川丈山年譜の考察（二） 

鈴 木 実 徳若御萬歳 

鈴 木 和 雄 近世に於ける酒造業（菩提寺文書） 

川 合 正 治 大岡白山神社の天王祭 

岩 月 碧 水 新編覆醤続集 巻之一（一） 

尾 関 文 啓 新美南吉と安城 

深 津 精 一 市域の歴史背景 

斎 藤 卓 志 三河東端杣屋三代 

第 

１９ 

号 

神 谷 素 光 三河の絵伝 

平成５年 １４９頁 ２００ｇ ６７０円 Ａ５縦 

鈴 木 丹 明治基地と海軍航空隊 

神 谷 素 光 山崎延吉の足跡 

鈴 木 和 雄 
稲垣長右衛門旧宅唐紙下張の文書抜

粋（その三） 

熊 谷 守 堀内村 清水家『田畑手作取入記』 

深 津 精 一 万吉山長福寺 

岩 月 碧 水 新編覆醤続集 巻之一（二） 

川 合 正 治 安城の湧き水と弁天さん 

斎 藤 卓 志 石合戦の民俗 

｢安城歴史研究」１号～２０号 総目次 

第 

２０ 

号 

 「安城歴史研究」１号～２０号 執筆者別

目次 

平成６年 １５２頁 ２３５ｇ ６２０円 Ａ５縦 

神 谷 素 光 山崎延吉の晩年 

鈴 木 和 雄 菩提寺文書に見た庶民の生活 

阿 部 健 

渥 美 精 一 

深 井 宗 善 

上条村文書『送り一札』について 

岩 月 碧 水 新編覆醤続集 巻之二（一） 

川 合 正 治 安城の野井戸 

斎 藤 卓 志 親と子の贈答 

深 津 精 一 安城市内にまつられる神々（一） 

第 

２１ 

号 

天 野 暢 保 蓮如の三河への旅（上） 

平成７年 １１５頁 １８０ｇ ６００円 Ａ５縦 



斎 藤 績 上条町の奉納四本柱土俵 

川 合 正 治 大見重雄と宮本常一 

神 谷 素 光 日本デンマークの実像 

天 野 暢 保 蓮如の三河への旅（下） 

鈴 木 和 雄 村医師小久江仙庵と頼母子講について 

山 本 松 男 中川覚先生を偲びて 

深 津 精 一 安城市にまつられる神々（二） 

第 

２２ 

号 

神 谷 友 和 愛知県古井遺跡群出土の須恵器 

平成８年 １２２頁 １９５ｇ ６００円 Ａ５縦 

神 谷 友 和 矢作川流域の遠賀川系土器 

深 津 精 一 まつられる神々の添加 

天 野 暢 保 鎌倉・南北朝時代の三河真宗 

鈴 木 和 雄 萬因講頼母子について 

齋 藤 績 上条町白山媛神社の相撲奉納額 

川 合 正 治 

甲 原 恵 美 子 

新 家 と よ 子 

箕輪の瓦屋 

第 

２３ 

号 

小川町郷土史 

編 集 委 員 会 
小川町の施設園芸農業のあゆみ 

平成９年 １２５頁 ２０５ｇ ６００円 Ａ５縦 

神 谷 素 光 三河万歳史稿 

川 合 正 治 丈山広島在住資料 

鈴 木 和 雄 
近世における地方商人稲垣彦右衛門の

所業について 

阿 部 健 

渥 美 精 一 

深 井 宗 善 

齋 藤 績 

黒 野 俊 勝 

上条村文書『頼母子講』について 

星 野 光 俊 
明治初期の碧海郡内各村などの行政区

画の復元及びその後の変遷 

鈴 木 丹 岡崎基地と海軍航空隊 

第 

２４ 

号 

深 津 精 一 東端の安城市合併 

平成１０年 １３０頁 ２００ｇ ６００円 Ａ５縦 



深 津 精 一 超古代からの安城市 

阿 部 健 

渥 美 精 一 

深 井 宗 善 

齋 藤 績 

黒 野 俊 勝 

山 中 康 彦 

上条村領主の変遷と相給の村 

(故)市 川 重 信 

細 井 茂 樹 

山 本 龍 也 

大岡八景 

神 谷 素 光 寺部だい その女子職業教育の軌跡 

鈴 木 和 雄 野辺送りと蓮台についての思考 

神 谷 新 一 

第 

２５ 

号 

川 合 正 治 

第一岡崎航空隊と開拓史～海軍省の

田んぼ～ 

平成１１年 １１６頁 １６０ｇ ６００円 Ａ５縦 

深 津 精 一 古代の安城市（１） 

阿 部 健 

渥 美 精 一 

深 井 宗 善 

齋 藤 績 

黒 野 俊 勝 

山 中 康 彦 

安城村と上条村との山論～細田をめぐっ

て～ 

中 筋 孝 柿村年貢の変遷 

鈴 木 和 雄 十九世紀末の桜井神社祭禮あれこれ 

川 合 正 治 
軍楽少佐 岡田国一～陸軍戸山学校 

軍楽隊長～ 

第 

２６ 

号 

神 谷 素 光 山崎延吉による農業行脚 

平成１２年 １３５頁 ２１０ｇ ６００円 Ａ５縦 

神 谷 素 光 石川丈山の美学 

齋 藤 績 上条町の神光寺に伝わる朱印状写 

中 筋 孝 柿村の慶安検地帳と宝暦名寄帳の間 

鈴 木 和 雄 
弘化三年桜井村郷蔵に於て起きた不詳

事件について(菩提寺文書紹介) 

川 合 正 治 

(故)石川三千郎 

中根医家について～幕末から平成にか

けて活躍した医師一族 

上条町史編集委員会 上条村の安城が原開発 

第 

２７ 

号 

鈴 木 丹 明治基地とＢ２９邀撃戦 

平成１３年 １７２頁 ２４０ｇ ８００円 Ａ５縦 



 

中 筋 孝 柿村絵図の考察 

石 川 市 治 郎 

天 野 暢 保 
根崎八幡神社の由緒をよむ 

上条町史編集委員会 上条村における地租改正と社寺地処分 

川 合 正 治 安城に進出した軍需工場 

鈴 木 丹 明治基地誕生の経緯とその戦後 

第 

２８ 

号 

斎 藤 卓 志 洋画家福山すすむからのメッセージ 

平成１４年 １５４頁 ２００ｇ ８００円 Ａ５縦 

上条町史編集委員会 上条村の成り立ち 

中 筋 孝 江戸時代の柿村の花火 

川 合 正 治 

甲 原 恵 美 子 
越前公・昆陽先生と甘藷 

川 合 正 治 

甲 原 恵 美 子 

三河大岡家に繋がる事柄～大岡忠光
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